
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療に関する市民意識調査 

－ 概要版 － 

稲城市 
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調査の概要 

 

 

 調査目的 
稲城市では高齢化率の上昇や区画整理事業等による人口増加により、将来的には、市民の医

療や在宅療養需要は増加してくるものと予想しており医療計画を策定します。そのため、市民

の医療ニーズを把握するため、受診の現状や将来の医療への期待等についてアンケート調査を

実施しました。 
 

 実施調査 
次の調査を実施しました。 

① 「医療に関する市民意識調査（年齢別）」 

② 「医療に関する市民意識調査（乳幼児の保護者）」 
 

 調査期間 
平成 27 年 5 月～7月 
 

 調査対象、発送・回収件数、調査項目 
 

 
①医療に関する市民意識調査 

（年齢別） 

②医療に関する市民意識調査 

（乳幼児の保護者） 

調査 

対象 

・平成 27 年度に満年齢で、40 歳、50歳、

60 歳、70歳、75 歳になる男女。 

・平成 27 年 6、7 月に稲城市保健センターで

実施された各乳幼児健診（3～4 か月児・1

歳 6 か月児・3歳児）受診者の保護者。 

発送数 

回収数 

・5,165 件を配布、 

 1,586 件を回収。 

・492 件を配布、 

 343 件を回収。 

調査 

項目 

・基本情報 

 性別、居住地区、同居家族 

・医療機関の受診状況 

 かかりつけ医 

 外来受診状況 

 夜間・休日の受診 

 市内医療機関の受診状況 

 受診時の印象 

・市内の医療体制 

 充実してほしい診療科 

 診療の機能 

・10 年後の医療を取り巻く環境 

 受診の状況（見込） 

 受診の意向（将来時） 

 在宅医療への不安 

 行政への期待 

・健康管理 

 定期健診での指摘の有無 

 服薬の有無 

 健康維持で心がけている事 

・基本情報 

 性別、居住地区、同居家族 

・子どもの医療機関の受診状況 

 かかりつけ医 

 外来受診状況 

 夜間・休日の受診 

 市内医療機関の受診状況 

 受診時の印象 

・市内の医療体制 

 充実してほしい診療科 

 診療の機能 

・10 年後の医療を取り巻く環境 

 受診の状況（見込） 

 受診の意向（将来時） 

 在宅医療への不安 

 行政への期待 

・回答者（保護者）の健康管理 

 定期健診での指摘の有無 

 健康維持で心がけている事 

 がん検診受診の有無 
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①市民意識調査（年齢別）の結果（主な項目別） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

問 

性
別 

問 

同
居
家
族
の
有
無 

88.4

91.2

92.3

87.1

89.3

83.6

10.8

7.8

7.5

12.3

10.7

14.8

0.8

1.0

0.3

0.6

0.0

1.6

0 20 40 60 80 100

合 計［N=1586］

40歳［N=307］

50歳［N=389］

60歳［N=163］

70歳［N=233］

75歳［N=494］

あり なし 無回答

（％）（％）（％）

 回答者の性別、年齢別の状況は、各年齢とも女性が約 6 割、男性が約 4

割となっています。 

 同居家族の有無は、各年齢とも「あり」が約 9 割、「なし」が約 1 割と

なっています。同居家族との関係は「配偶者」「子」が主体です。 

40.2 

34.9 

40.6 

41.1 

39.1 

43.5 

56.9 

63.5 

56.3 

55.2 

58.4 

53.2 

2.8

1.6

3.1

3.7

2.6

3.2

0 20 40 60 80 100

合 計［N=1586］

40歳［N=307］

50歳［N=389］

60歳［N=163］

70歳［N=233］

75歳［N=494］

男性 女性 無回答

（％）

84.0

7.1

1.4

55.9

4.0

2.1

1.6

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

配偶者

自分の父母

配偶者の父母

子

孫

兄弟

その他

無回答

合 計［N=1402］

（％）

※集計については、小数第二位を四捨五入しているため、合計が 100％と合わないことがあります。（以下同様） 
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問 

か
か
り
つ
け
医
の
有
無
・
そ
の
所
在
地
区 

問 

外
来
受
診
の
受
診
先
医
療
機
関
の
所
在
地
区 

 回答者の 74.2％の方が「かかりつけ医」を決めております。また、かか

りつけ医の地区は、「市外」が 26.9％と最も多い状況です。 

 過去 1 年間の外来受診も「市外」の回答が 43.8％と最も多い状況です。

かかりつけ医が市外にいることと関連していることが伺えます。 

20.1 19.9

29.3

5.0

0.9

9.0

2.6

12.6

3.3

17.8

43.8

1.0

0

10

20

30

40

50

60

矢野口 東長沼 大丸 百村 坂浜 平尾 押立 向陽台 長峰 若葉台 市外 無回答

合 計［N=1433］
（％）

74.2 25.2 0.6

0 20 40 60 80 100

合 計［N=1586］

決めている 決めていない 無回答

（％）（％）（％）

21.5 22.5

19.5

5.9

0.9

12.3

3.3

11.4

4.3

15.8

26.9

1.4

0

10

20

30

40

矢野口 東長沼 大丸 百村 坂浜 平尾 押立 向陽台 長峰 若葉台 市外 無回答

合 計［N=1177］
（％）（％）
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問 

外
来
受
診
の
受
診
先
医
療
機
関
が
「
市
外
」
の
理
由 

問 

自
宅
か
ら
外
来
受
診
先
医
療
機
関
ま
で
の
所
要
時
間 

問 

自
宅
か
ら
外
来
受
診
先
医
療
機
関
ま
で
の
交
通
機
関 

 外来受診が市外の理由については、受診に際して「診療分野に優れた実

績の医師がいる」が 31.4％と最も多くなっています。 

 自宅から医療機関までの外来受診の時間は「10 分以上 30 分未満」の

45.4%、手段は「徒歩」が 32.7%と最も多くなっています。 

40.9

45.4

17.0

0.8

0

10

20

30

40

50

60

10分未満 10分以上30分未満 30分以上 無回答

合 計［N=1433］
（％）

32.7

19.5

1.7

29.2

1.5

27.3

0.6 0.9

0

10

20

30

40

徒
歩

自
転
車

バ
イ
ク

自
動
車

タ
ク
シ
ー

公
共
交
通
機
関

（電
車
・バ
ス
等
）

そ
の
他

無
回
答

合 計［N=1433］
（％）

18.8

16.7

31.4

3.8

2.9

14.4

10.4

12.4

1.6

27.9

2.7

0 10 20 30 40

自宅や実家に近く受診しやすい

通勤先に近く受診しやすい

その診療分野に優れた実績の医師がいる

施設が新しくイメージが良い

本やインターネットで評判が良い

他の医師に勧められて

家族や知人に勧められて

交通の便が良い

特に理由はない

その他

無回答

合 計［N=627］

（％）
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問 

今
ま
で
に
市
内
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
に
、
感
じ
た
こ
と 

問 

充
実
し
て
欲
し
い
「
診
療
科
」 

 市内の医療機関を受診した際に感じたこととしては、「医療機関で長時間

待たされる」が 33.3％と多く、次いで「特段感じた事がない」は 27.0％、

「市立病院に患者が集中して混雑している」が 18.4％です。 

 今後充実してほしい診療科については、「耳鼻咽喉科」が 29.3％、次い

で「内科」が 26.4％です。 

5.0

9.5

2.6

33.3

10.8

6.1

12.0

0.5

2.5

18.4

27.0

8.3

9.6

0 10 20 30 40 50 60

受診したくとも、地区に医療機関がない

医療機関までの交通手段やアクセスが悪い

医療機関への送迎で家族に負担をかけてしまう

医療機関で長時間待たされる

夜間や休日に診てくれる医療機関がない

受診したい診療科が市内に偏在している

診てほしい診療科の専門医が市内にいない

地区で病院や診療科の閉鎖があった

お産や分娩を扱う医療機関が少ない

市立病院に患者が集中して混雑している

特段感じたことはない

その他

無回答

合 計［N=1586］

（％）（％）（％）（％）（％）

26.4

14.7
13.3

5.4

29.3

22.3

6.1

10.9
7.6

14.2

19.2

0

10

20

30

40

内
科
系

外
科
系

婦
人
科
系

小
児
科

耳
鼻
咽
喉
科
系

皮
膚
・
泌
尿
器
科
系

精
神
科
系

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

歯
科
系

そ
の
他

無
回
答

合 計［N=1586］
（％）
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問 

「 

年
後
」
を
見
据
え
て
、
行
政
に
期
待
し
た
い
こ
と 

25.2

11.6

27.5

20.2

27.0

19.6

24.8

28.8

55.7

4.5

7.4

0 10 20 30 40 50 60

医療機関の受診の必要性について

相談できる窓口を開設してほしい

不足している診療科を充実させて

ほしい

人生の最後を自宅で看取ってくれる

医療機関が増えてほしい

地域医療を担う医療機関（診療所等）を

誘致してほしい

訪問看護ステーションなどを増やして

ほしい

医療機関を受診するための交通手段を

増やしてほしい

がん検診への助成の充実

医療の確保されている高齢者向け

住宅の整備

身近な地域で安心して医療・介護が

受けられるまちづくり

その他

無回答

合 計［N=1586］

（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）

医療機関の受診の必要性について

相談できる窓口を開設してほしい

不足している診療科を充実させて

ほしい

人生最後を自宅で看取ってくれる

医療機関が増えてほしい

地域医療を担う医療機関（診療所等）を

誘致してほしい

訪問看護ステーションなどを増やして

ほしい

医療機関を受診するための交通手段を

増やしてほしい

がん検診への助成の充実

医療の確保されている高齢者向け住宅

の整備

身近な地域で安心して医療介護が

受けられるまちづくり

問 

充
実
し
て
欲
し
い
「
診
療
の
機
能
」 

 お住まいの地区で、今後充実してほしい診療機能については、「救急医療」

が 39.8％、次いで「認知症への対応」が 29.6％、「往診への対応」が

20.8％です。 

 10 年後の将来を見据えて、行政に期待したいことについては、「身近な

地域で安心して医療･介護が受けられるまちづくり」が 55.7％、次いで

「医療の確保されている高齢者向け住宅の整備」が 28.8％、「看取りの

医療機関が増えてほしい」が 27.5％、「訪問看護ステーションなどを増

やしてほしい」が 27.0％です。 

39.8

10.4

8.0

19.1

14.6

15.2

6.3

29.6

15.1

20.8

4.2

16.4

0 10 20 30 40 50 60

救急医療

婦人科への対応

小児医療

がん治療への対応

脳卒中への対応

急性心筋梗塞への対応

糖尿病への対応

認知症への対応

終末期医療への対応

往診への対応

その他

無回答

合 計［N=1586］

（％）

10 



稲城市福祉部 
 7 

②市民意識調査（乳幼児の保護者）の結果（主な項目別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 

お
子
様
の
人
数 

問 

同
居
の
家
族
の
状
況 

問 

性
別 

 回答者の性別は、女性が 93.9%です。また、年代別の状況は、20 歳代

～40 歳代の方が、9 割を占めています。 

 回答者のお子様は 1 人または 2 人が多く、年代が高くなると「２人」「３

人」の割合が高くなります。同居の家族は、自分の父母や配偶者の父母

との同居は少なく、配偶者と子だけの核家族が９割を占めています。 

44.3

81.3

41.5

24.4

50.0

28.6

38.8

16.7

40.2

51.1

50.0

50.0

13.4

2.1

14.5

24.4

0.0

0.0

2.6

0.0

3.8

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

21.4

0 20 40 60 80 100

合 計［N=343］

20歳代［N=48］

30歳代［N=234］

40歳代［N=45］

50歳代［N=2］

不明［N=14］

1人 2人 3人 4人 無回答

（％）（％）（％）

5.2 93.9 0.9

0 20 40 60 80 100

合 計［N=343］

男性 女性 無回答

（％）

95.3

4.1

2.4

94.7

0.0

2.4

0.0

0.9

0 20 40 60 80 100

配偶者

自分の父母

配偶者の父母

子

孫

兄弟

その他

無回答 合 計［N=338］

（％）
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問 

か
か
り
つ
け
医
の
有
無
・
そ
の
所
在
地
区 
問 

お
子
様
の
外
来
受
診
機
関
の
所
在
地
区 

 「お子様のかかりつけ医を決めている」とした回答者は、93.0%となっ

ており、その所在地区は、大丸、矢野口、東長沼とする回答の割合が多

くなっています。 

 過去 1 年間にお子様の外来を受診した医療機関の所在地区は、大丸が

43.5％と最も多く、次いで市外が 30.7％です。 

93.0 6.7 0.3

0 20 40 60 80 100

合 計［N=343］

決めている 決めていない 無回答

（％）

20.1 21.7

43.5

7.0

0.0

9.6

1.0

15.0

7.3

20.1

30.7

0.6

0

10

20

30

40

50

60

矢野口 東長沼 大丸 百村 坂浜 平尾 押立 向陽台 長峰 若葉台 市外 無回答

合 計［N=313］
（％）

23.3 22.4

26.5

7.0

0.3

8.7

0.0

9.0
7.6

13.4

3.5
1.2

0

10

20

30

40

矢野口 東長沼 大丸 百村 坂浜 平尾 押立 向陽台 長峰 若葉台 市外 無回答

合 計［N=343］

（％）（％）
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問 

「
市
外
」
の
医
療
機
関
を
外
来
受
診
し
た
理
由 

問 

お
子
様
が
受
診
し
た
診
療
科 

 お子様が外来受診した診療科については、「小児科」が 62.9％、次いで

「内科」が 33.9％、「耳鼻咽喉科」が 27.2％です。 

 お子様が市外の医療機関を外来受診した理由としては、「自宅や実家が近く

受診しやすい」が最も多く 26.0％です。なお、その他回答として、「引越

前から受診していた」「救急で受け付けてくれた」などの回答があります。 

26.0

6.3

15.6

6.3

8.3

5.2

14.6

7.3

1.0

38.5

3.1

0 10 20 30 40

自宅や実家に近く受診しやすい

通勤先に近く受診しやすい

その診療分野に優れた実績の医師がいる

施設が新しくイメージが良い

本やインターネットで評判が良い

他の医師に勧められて

家族や知人に勧められて

交通の便が良い

特に理由はない

その他

無回答

合 計［N=96］

（％）

33.9

3.8

16.6

62.9

27.2 25.9

0.6

17.9

7.3
0.3

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

内
科
系

外
科
系

産
婦
人
科
系

小
児
科

耳
鼻
咽
喉
科
系

皮
膚
・
泌
尿
器
科
系

精
神
科
系

歯
科
系

そ
の
他

無
回
答

合 計［N=313］
（％）
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問 

お
子
様
の
受
診
時
に
利
用
し
た
交
通
手
段 

問 

お
子
様
の
夜
間
・
休
日
の
受
診 

 過去 1 年間のお子様の夜間・休日の医療機関の受診の有無（救急車によ

る搬送は除く）については、「あり」が 39.7%です。 

39.7 59.2 1.2

0 20 40 60 80 100

合 計［N=343］

あり なし 無回答

（％）

 お子様の外来受診の際に利用した交通手段は、「自動車」が 45.4％、「徒

歩」が 33.5%です。 

33.5 

17.9 

0.0 

45.4 

2.6 

16.3 

0.0 0.3 
0

10

20

30

40

50

60

徒
歩

自
転
車

バ
イ
ク

自
動
車

タ
ク
シ
ー

公
共
交
通
機
関

（電
車
・バ
ス
等
）

そ
の
他

無
回
答

合 計［N=313］
（％）
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問 

今
ま
で
に
市
内
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
に
、
あ
な
た
が
感
じ
た
こ
と 

問 

充
実
し
て
欲
し
い
「
診
療
科
」 

 市内の医療機関を受診した際に感じたこととしては、「医療機関で長時間

待たされる」が 37.6％と多く、「医療機関までの交通手段やアクセスが

悪い」が 21.9％です。 

 今後充実してほしい診療科については、「耳鼻咽喉科」が 42.9％、次い

で「小児科」が 37.9％、「皮膚・泌尿器科」が 33.5％、「婦人科」が

33.2％です。 

9.3

21.9

6.1

37.6

16.6

7.9

9.0

0.3

16.9

17.8

20.4

7.6

4.1

0 10 20 30 40 50 60

受診したくとも、地区に医療機関がない

医療機関までの交通手段やアクセスが悪い

医療機関への送迎で家族に負担をかけてしまう

医療機関で長時間待たされる

夜間や休日に診てくれる医療機関がない

受診したい診療科が市内に偏在している

診てほしい診療科の専門医が市内にいない

地区で病院や診療科の閉鎖があった

お産や分娩を扱う医療機関が少ない

市立病院に患者が集中して混雑している

特段感じたことはない

その他

無回答

合 計［N=343］

（％）

21.0

6.7

33.2
37.9

42.9

33.5

4.4
0.9

7.6 7.3 7.3

0

10

20

30

40

50

60

内
科
系

外
科
系

婦
人
科
系

小
児
科

耳
鼻
咽
喉
科
系

皮
膚
・
泌
尿
器
科
系

精
神
科
系

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

歯
科
系

そ
の
他

無
回
答

合 計［N=343］
（％）
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問 

充
実
し
て
欲
し
い
「
診
療
の
機
能
」 
問 

「 

年
後
」
を
見
据
え
て
、
行
政
に
期
待
し
た
い
こ
と 

 お住まいの地区で今後充実してほしい診療機能については、「小児医療」

が 66.5％、次いで「救急医療」が 49.9％、「婦人科への対応」が 28.0％

です。 

 10 年後の将来を見据えて、行政に期待したいことについては、「身近な

地域で安心して医療･介護が受けられるまちづくり」が 44.6％、次いで

「がん検診への助成の充実」が 37.3％、「医療機関を受診するための交

通手段を増やしてほしい」が 25.7％です。 

49.9

28.0

66.5

10.2

2.6

2.9

2.0

7.3

5.2

5.0

1.2

11.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

救急医療

婦人科への対応

小児医療

がん治療への対応

脳卒中への対応

急性心筋梗塞への対応

糖尿病への対応

認知症への対応

終末期医療への対応

往診への対応

その他

無回答

合 計［N=343］

（％）

10 

19.2

13.4

10.5

19.2

22.2

25.7

37.3

21.9

44.6

2.0

9.3

0 10 20 30 40 50 60

医療機関の受診の必要性について

相談できる窓口を開設してほしい

不足している診療科を充実させて

ほしい

人生の最後を自宅で看取ってくれる

医療機関が増えてほしい

地域医療を担う医療機関（診療所等）を

誘致してほしい

訪問看護ステーションなどを増やして

ほしい

医療機関を受診するための交通手段を

増やしてほしい

がん検診への助成の充実

医療の確保されている高齢者向け住宅

の整備

身近な地域で安心して医療・介護が

受けられるまちづくり

その他

無回答

合 計［N=343］

（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）

医療機関の受診の必要性について

相談できる窓口を開設してほしい

不足している診療科を充実させて

ほしい

人生最後を自宅で看取ってくれる

医療機関が増えてほしい

地域医療を担う医療機関（診療所等）を

誘致してほしい

訪問看護ステーションなどを増やして

ほしい

医療機関を受診するための交通手段を

増やしてほしい

がん検診への助成の充実

医療の確保されている高齢者向け住宅

の整備

身近な地域で安心して医療介護が

受けられるまちづくり
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調査結果のポイント ①市民意識調査（年齢別） 

 

 

 回答者の 70％以上の方が「かかりつけ医」を決めており、その所在地区は、「市

外」が 26.9％です。外来受診先も「市外」が 43.8％です。（P3） 

 

 外来受診先を選ぶ理由は「診療分野に優れた実績の医師がいる」が 31.4％です。

（P4） 

 

 自宅から医療機関までの外来受診の時間は「10 分以上 30 分未満」の 45.4%、

手段は「徒歩」の 32.7%が最も多くなっています。（P4） 

 

 市内の医療機関を受診した際に感じたことは、「医療機関で長時間待たされる」

が 33.3％と最も多くなっています。（P5） 

 

 今後充実してほしい診療科は、「耳鼻咽喉科」が 29.3％、次いで「内科」が 26.4％

です。（P5） 

 

 今後充実してほしい診療機能は、「救急医療」が 39.8％、次いで「認知症への

対応」が 29.6％、「往診への対応」が 20.8％です。（P6） 

 

 行政に期待したいことについては、「身近な地域で安心して医療･介護が受けら

れるまちづくり」が 55.7％、「医療の確保されている高齢者向け住宅の整備」

が 28.8％、「看取りの医療機関が増えてほしい」が 27.5％、「訪問看護ステー

ションなどを増やしてほしい」が 27.0％です。（P6） 
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調査結果のポイント ②市民意識調査（乳幼児の保護者） 

 

 

 「子どものかかりつけ医を決めている」とした回答者は 93.0%となっており、

その所在地区は、大丸、矢野口、東長沼の割合が多くなっています。（P8） 

 

 過去 1 年間にお子様の外来を受診した医療機関の所在地区は、大丸が 43.5％と

最も多く、次いで市外が 30.7％です。（P8） 

 

 お子様が市外の医療機関を外来受診した理由は、「自宅や実家が近く受診しや

すい」が最も多く 26.0％です。（P9） 

 

 お子様が外来受診した診療科は、「小児科」が 62.9％、次いで「内科」が 33.9％、

「耳鼻咽喉科」が 27.2％です。（P9） 

 

 お子様の外来受診の際に利用した交通手段は、「自動車」が 45.4％です。（P10） 

 

 お子様の夜間・休日の医療機関の受診は、「あり」が 39.7%です。（P10） 

 

 今後充実してほしい診療科は、「耳鼻咽喉科」が 42.9％、「小児科」が 37.9％、

「皮膚・泌尿器科」が 33.5％、「婦人科」が 33.2％です。（P11） 

 

 お住まいの地区で、今後充実してほしい診療機能は、「小児医療」が 66.5％、

「救急医療」が 49.9％です。（P12） 

 

 行政に期待したいことは、「身近な地域で安心して医療･介護が受けられるまち

づくり」が 44.6％、次いで「がん検診への助成の充実」が 37.3％、「医療機関

を受診するための交通手段を増やしてほしい」が 25.7％です。（P12） 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療に関する市民意識調査 
－ 概要版 － 

発 行 稲城市 
編 集 稲城市 福祉部 健康課 
住 所 〒206-0804 稲城市百村 112-1 
電 話 042-378-3421 


